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※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　聖書には「多くの人が選ぼうとする広い門ではなく、努力しなければならないけれども成長できる狭い門か
ら入りなさい。」と書かれています。困難を避けるために、自分の立場や利益だけを考えて行動すると、困難を
乗り越えるために自分に与えられた賜物（個性）を生かす成長のチャンスを失ってしまいます。
　リセットできない人生を無駄にしないためにも、自分自身のことだけではなく、他の人の立場に気づき行動
する、利他主義の考え方が自分自身を成長させ、社会を変えていく原動力になります。
　聖書では、苦労しても乗り越えて成長する道、また他の人の視点にも立った道を探して歩みなさいと教え
ています。自分のことばかりを考えずに、他の人の立場にも立って、他の人のためにも自分の賜物を生かす大
切さにも気付いていきたいものです。
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狭い門から入りなさい。滅びに通じる門は広く、その道も広 と々して、
そこから入る者が多い。しかし、命に通じる門はなんと狭く、
その道も細いことか。その道を見いだす者は少ない。　

聖句

Green Stage　～登校風景いま・むかし～
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1960年代の狭き門

　学園教職員一同、生前のご功績をしのび、心よりご冥福をお祈りいたします。

高田　哲夫様（96歳）

　2017年６月２日逝去
元副理事長
（1987. 7. 1～1995. 6. 30）

日下　雅順様（69歳）

　2017年３月18日逝去
元常務理事
（2007. 7. 1～2010. 6. 30）
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学　長　竹 花　一 成

　酪農学園大学は「キリスト教に基づく三愛精神と実学教育とをもって建学の精神とする」と寄附行為の第一章に明記

されています。創立者黒澤　酉蔵先生の「神を愛し、人を愛し、土を愛す」という「三愛精神」は、酪農学園大学の教育の根

幹をなす理念で「古今東西永遠不滅の真理に照らし、断じて恥じるところがない」と酪農学園だより第一号（1969年）に

記載しています。この精神は永遠に変わることのない摂理で1933年から83年間続いてきた酪農を柱とした教育を基本

に従って忠実に行い、「学力保証」にこだわり「建学の精神」を会得した学生を輩出することです。

　「三愛精神」は、「健康な土があってはじめて健康な民（人）が存在する」という考え方です。「健康な土」と「健康な民」の

間には、「健康な草」、「健康な牛」、「健康な乳肉」が存在します。この健康な「土－草－牛－乳－人」のつながりは、同時

に、健康な「自然－植物（作物）－動物（家畜）－食－人」のつながりを表わしており、人は自然－植物－動物－食に支え

られた存在であることを意味しています。

　2017年４月より学長として現状をimprovement（改善）とinnovation（革新）を基本として「おらが町、日本そして世

界に誇れる酪農学園大学」に向かうために、二つの工夫をしていきます。一つは学生力と知財を活用する工夫、そしても

う一つは保護者などからの評価を一層上げる工夫です。我々には誰にも負けることのない多くの知識と経験、そして広く

素晴らしい環境があります。大学は多くの人との出会いの場所です。市民をはじめ多くの方々にも「我々も学生を育てて

いるんだ」という意識を持って「宝の原石である」学生を磨き上げていただければと考えております。そのためにはより地

域に開かれた大学を目指します。全世界に約15万人の同窓生が「建学の精神」の教えを心に広く活躍しています。酪農

学園大学の宝は「学生であり卒業生」です。前述の二つの工夫と開かれた大学にするために、今年度より設置された副

学長（教育・学生担当　野　英二氏、 教育研究・組織運営担当　照井　俊秀氏、 渉外・企画担当　石島　力氏）と共に尽力し

ていきます。

　酪農学園大学を「おらが町、日本そして世界に誇れる酪農学園大学」に育てていきますので、何卒ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

「おらが町、日本そして
　世界に誇れる酪農学園大学」に

学園のトピックス
Topics of the Gakuen

獣医系大学初の動物薬教育研究センター

2017年秋、LED照明付き人工芝サッカー場が完成！

　2017年秋、とわの森三愛高等学校

の校舎横に、道内の高校では３校目と

なる人工芝サッカー場が完成します。

105×68mのピッチにLED照明も完備。

本校サッカー部は、強豪ひしめく札幌地区

において、過去４年間で３度全道大会に出

場するなど確実に実績を上げています。

全国大会出場も大きな目標の一つです

が、「あきらめない」「信じる」「感謝の気持

ちを忘れない」などサッカーを通じた人間

形成も大きな特徴です。総部員数は60

名。活気のある声が常にグラウンド中に響

き、日々、切磋琢磨しています。この度、完

成予定のグラウンドは、高校サッカー部の

練習場のみならず、体育授業や地域貢献

の場としての活用も図ります。

　2017年4月に3人の職員でスタートした動物薬教育研究セン

ターは獣医系大学初の動物用医薬品の開発業務受託機関です。臨

床現場で使用する動物用医薬品の製造販売承認を取得するため

には、臨床試験の試験成績に関する申請が必要です。

　本学はその承認申請に必要な臨床試験等の受託機関として動

物用医薬品の開発、実用化に貢献いたします。
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大学のトピックス
Topics of the University

　３月14日、新札幌のホテルエミシア札幌で酪農学園大学ワインの
完成報告会を行いました。報道関係者をはじめ、北海道ワイン（株）、幌
延町、NPO法人ワインクラスター北海道など学内関係者を合わせて
約70名が出席しました。
　荒木和秋 農食環境学群長（当時）の挨拶、山口昭弘 食と健康学類
教授によるプロジェクトの説明、大学院・食品栄養科学専攻修士課程１
年生（当時）の高橋宗一郎さんによるワインの概要説明を行いました。

第68回（2016年度）獣医師国家試験結果

本学
全国

受験者数 
138名
1,296名

124名
1,000名

89.9％
77.2％

合格者数 合格率

第31回（2016年度）管理栄養士国家試験結果

本学
全国

受験者数 
42名

19,472名
41名

10,622名
97.6％
54.6％

合格者数 合格率

ワイン　タイトル入る。

髙橋茂氏が第49回宇都宮賞を受賞

　髙橋茂 循
環農学類教授
（当時）が、第
49回宇都宮
賞を受賞し、３
月１日に札幌
パークホテル
において表彰
式が開催され
ました。
　この賞は、（財）宇都宮仙太郎翁顕彰会が北海道酪農の発展
に寄与した酪農家らに与えるもので、髙橋氏は酪農指導の部で
の受賞です。本学において髙橋氏は、「酪農現場で即戦力とな
る優秀な人材を育てる」との考えの下、乳牛改良に関する豊富
な知識と経験に基づく実学的な教育・研究活動を実践されまし
た。そして、2015年に開催された第14回全日本ホルスタイン
共進会北海道大会では、出品した牛が、大学としては全国初と
なる名誉賞を受賞するなど、優れた牛づくり・人づくりの両面に
わたる取り組みを行ってきたことが高く評価されました。

高校のトピックス
Topics of the High School

アグリクリエイト科機農コース

　３月１５日～２４日の１０日間の日程で、機農コース２年生３６名中
３５名（１名留学中）が「欧州酪農研修旅行」に行って参りました。
　デンマークとドイツでは、有機農場、農場レストラン、農機具メー
カー、食肉加工センター、農業学校などを視察し、大変勉強になりま
した。イギリスではヨーロッパの歴史や世界都市ロンドン研修を実
施することができました。
　今回の研修旅行で学んだことが、残りの学校生活とこれからの
人生の糧となれば・・・と考えています。

欧州酪農研修旅行を終えて

総合進学コース（総合進学クラス・特別進学クラス）

「総合教育」から「総合進学」へ

　総合進学コースは、「総合進学クラス」と「特別進学クラス」があ
ります。本コースは、一人ひとりの能力を高めつつ、国際・環境・農
食・生命など社会への視点を養い、自己の可能性を拓く学びを展開
しています。基本的生活習慣および学習習慣の定着を図ると共に、
１年次から「中国語」が必修となります。様々に変化する社会・世界の
中で自らの力を認識・肯定し、可能性に挑戦する姿勢を育成します。
　新設された「特別進学クラス」では、学力に適したハイレベルな
授業や難関大学進学を目指す授業を実践。部活動も全力で取り組
み、文武両道を目指しています。

獣医・理数コース

獣医進学コースから獣医・理数コースへ ～カリキュラムのさらなる充実～
　2017年度、獣医進学コースとアドバンスコース（理系）は新たに獣

医・理数コースとして再編されました。これまで獣医進学コースにおい

ては、特色教育として、生命科学を中心とした獣医学的領域に特化した

獣医学入門や獣医プレゼミなどを展開してきました。獣医・理数コース

では、こうした教育プログラムを基軸とし、これに数理的な学習要素を

加え、広く自然科学を学ぶことに

より、進路選択の幅を広げること

を目的としています。

　また、これまでも取り組んでき

た能動的な学習や、プレゼンテー

ション能力の向上についても、よ

り強化できるような教育プログラ

ムの充実を図っています。

酪農学園大学ワインで乾杯！
～完成報告会～

　本学と一般財団
法人北海道農業協
同組合学校（ＪＡカ
レッジ）は、講師の
相互派遣などで連
携してきましたが、
教育や人材育成の
さらなる充実を図
るため、包括協定
を締結しました。
３月16日にＪＡカレッジにおいて締結式が行われ、本学の竹花一成学
長とＪＡカレッジの飛田稔章理事長が協定書に署名し、握手を交わし
ました。
　竹花学長は、「本学は『農』を軸にする大学で、机上だけではなく現
場で実践できるという『実学教育』を進めてきました。今後、学生同士
の交流を通じて仲間を増やし、それぞれが社会に出たときにうまく連
携してもらいたい」と述べました。
　飛田理事長は、「これまでの取り組みをより充実させ、より優秀な人
材を輩出していきたい。さらに学生同士の交流を増やすことによって
人脈形成につなげ、就職先での円滑な対応を期待したい」と述べました。

一般財団法人北海道農業協同組合学校との
包括協定を締結

コース行事「そば打ち体験」
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　今年度、フードクリエイトコースではコース内で5つのチームを編

成し、チームに分かれて活動をしています。

　「校内販売チーム」は、「圃場管理チーム」が徹底的に管理・収穫

した野菜と手作りパウンドケーキの販売。「ブログチーム」はコース

行事や普段の様子を“生徒目線”で記事にします。「地域交流チー

ム」は小学生対象の野菜講習会を実施しています。

　「エミシアチーム」はホテルエミシア札幌と協力し、メニュー提案

や野菜ディップの開発等。実際にホテルエミシア札幌にて8・9月の

限定メニューとして提供されることになりましたので、ぜひ足を運

んでいただければ嬉しいです。

フードクリエイトコース

チームに分かれて活動開始 スポーツを通して成長

　本校強化指定部である6クラブ（サッカー、バレーボール（男子）、

ソフトテニス（男女）、バドミントン（女子）、ソフトボール）が所属して

います。全道大会優勝、全国大会上位進出を目指し、また文武両道

に努めるコースです。あらゆる角度からスポーツを捉え、複眼的思

考を養い人間的な成長をも目指しています。練習だけではなく、幼

稚園児、小中学生とのスポーツ交流や、地域清掃、除雪等のボラン

ティア活動にも力を入れています。普段から支えていただいている

地域の方々、江別市民の方々との交流を図り、笑顔溢れる街づくり

に貢献するコースです。

トップアスリート健康コース

通信制課程 【通学コース（週３日）】【通信コース（集中スクーリング）】

　とわの森三愛高等学校通信制課程は、全国でも珍しい「農」と「食」に

こだわった体験型授業を行っています。通学コース・通信コースともに、

豊かな自然に恵まれた酪農学園キャンパスを学びのフィールドに、充実

した日々を過ごしています。プログラムの中では、北海道の自然や文

化・産業などの学習を道内各地で

実施しています。全国各地から入学

者が集まる本校通信制課程で、北

の大地を満喫しましょう！ 

　随時、入学相談を受付していま

す。お気軽にお問合せください。

チャレンジする学生
Students to Challenge

NPO法人ezorock 大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト

　私たちは本学卒業生の草野竹史氏が代表を務めている特定非営利活動法人ezorockで2012年より「自然に
興味のある人が気軽に参加できる自然保護活動」を目指して活動しています。毎年、雪解けの始まる6月から雪が
降り積もる10月までの間に、8回ほど大雪山国立公園・旭岳へ行っています。公募したボランティアメンバーと一
緒に、旭岳の管理業務の委託を受けている「NPO法人大雪山自然学校」のみなさんと活動しています。「特別保護
地区」にも指定されているこのエリアには、高山植物をはじめとする多くの生物が生息しており、規制の厳しいエリ
アです。その分、行動の一つ一つに責任が伴いますが、普段なかなかできない活動ができます。
　北海道最高峰で自然を肌で感じつつ、自然保護とはどのようなものなのか、ぜひ体験しに来てください。きっと
山ほど新しい発見ができると思います。

アウトドアが好きだから、自然にお返しする機会を増やしたい！2016

普段なかなか触れることのない環境での活動は、とても新鮮で楽しく
て、貴重な経験になりました。参加するたびに新しい学びと出会いと発
見があるので、ぜひまた参加したいです。(環境共生学類3年生)

旭川出身なので大好きな旭川に少しでも恩返しができればなと思い、
この活動に参加しました。参加する毎に、景色が変わり毎回感動しま
す。ロープ回収や、山開きのイベントのお手伝いなど、普段できない貴
重な体験ができてとっても楽しいです！ (環境共生学類2年生)
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活動内容

　私たちの活動の理念は「利用者による自然保護」です。旭岳の恩
恵を受けている人はたくさんいます。例えば、登山者・観光客はも
ちろんのこと、企業や地元の人、石狩川周辺の人たちなどなど…。
直接利用していないだけで、間接的に恩恵を受けている人は意外
と多くいます。私たちの取り組みでは、このような旭岳の自然の恩
恵を受けている人々が継続的に環境保全に参加し、今後も長期的
に恩恵を受けられるような仕組みの確立を目指します。
　また、旭岳で起こっている問題は、大雪山全体や他の自然公園、
山岳地帯でも起こりうる又は起こっている問題です。私たちの活
動の仕組みや考え方が広がっていき、今後の環境保全活動の一つ
のモデルとなるよう努めています。

これから

参加者の声

自然が学びのフィールド

エゾロック

エココン

第14回全国大学生環境活動コンテスト「ecocon」へ

　2016年12月23日～24日に東京で「ecocon」が開催されまし
た。これは全国の環境活動を行う学生団体が一堂に会して発表を
する場で、25団体が参加しました。私たちは、予選を通過して最終
選考まで進み、１位には届きませんでしたが入賞することができま
した。約２カ月間の短い準備期間で活動の目的を伝えるために何
度も議論し、当日までパワーポイントや台本の修正を繰り返しまし
た。この苦労があったからこそ、自分たちの強みや課題に気づけま
した。また他団体と意見交換を行ったことで、アイディアや運営方
法などが参考になりました。

　「旭岳自然保護監視員」の方々と、３～８名程の
ボランティアチームで自然保護活動を行います。
ロープウェイで活動場所まで上り、登山者・観光
客に自然保護について呼びかけるレクチャーや、
壊れた散策路や登山道の整備、高山植物保護の
ためのロープ張り、外来植物防除などを行いま
す。宿泊は自然学校の事務所を使わせていただき、協力し合いな
がら自炊します。夜はコアスタッフから国立公園や自然保護につい
てのレクチャーやレクリエーションなどがあります。
　現場での活動の他にも隔週にミーティングを開き、次の活動の
打ち合わせや、メンバーのスキルアップを目的とした勉強会なども
行っています。他にも活動で発見した課題を共有し合い、解決策を
考えます。例えば、旭岳を訪れる観光客の中には、ルールに反する
行為が見られ、私たちの注意に応じてくれなかったり、逆に反感を
買ってしまうこともあります。それに対して自然保護の大切さをど
のように伝えたら理解してもらえるのか、日々試行錯誤を繰り返し
ています。

十勝川にて冬の野鳥観察
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フードクリエイトコース
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トップアスリート健康コース

通信制課程 【通学コース（週３日）】【通信コース（集中スクーリング）】
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チャレンジする学生
Students to Challenge

NPO法人ezorock 大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト
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旭川出身なので大好きな旭川に少しでも恩返しができればなと思い、
この活動に参加しました。参加する毎に、景色が変わり毎回感動しま
す。ロープ回収や、山開きのイベントのお手伝いなど、普段できない貴
重な体験ができてとっても楽しいです！ (環境共生学類2年生)
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活動内容

　私たちの活動の理念は「利用者による自然保護」です。旭岳の恩
恵を受けている人はたくさんいます。例えば、登山者・観光客はも
ちろんのこと、企業や地元の人、石狩川周辺の人たちなどなど…。
直接利用していないだけで、間接的に恩恵を受けている人は意外
と多くいます。私たちの取り組みでは、このような旭岳の自然の恩
恵を受けている人々が継続的に環境保全に参加し、今後も長期的
に恩恵を受けられるような仕組みの確立を目指します。
　また、旭岳で起こっている問題は、大雪山全体や他の自然公園、
山岳地帯でも起こりうる又は起こっている問題です。私たちの活
動の仕組みや考え方が広がっていき、今後の環境保全活動の一つ
のモデルとなるよう努めています。

これから

参加者の声

自然が学びのフィールド

エゾロック

エココン

第14回全国大学生環境活動コンテスト「ecocon」へ

　2016年12月23日～24日に東京で「ecocon」が開催されまし
た。これは全国の環境活動を行う学生団体が一堂に会して発表を
する場で、25団体が参加しました。私たちは、予選を通過して最終
選考まで進み、１位には届きませんでしたが入賞することができま
した。約２カ月間の短い準備期間で活動の目的を伝えるために何
度も議論し、当日までパワーポイントや台本の修正を繰り返しまし
た。この苦労があったからこそ、自分たちの強みや課題に気づけま
した。また他団体と意見交換を行ったことで、アイディアや運営方
法などが参考になりました。
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ためのロープ張り、外来植物防除などを行いま
す。宿泊は自然学校の事務所を使わせていただき、協力し合いな
がら自炊します。夜はコアスタッフから国立公園や自然保護につい
てのレクチャーやレクリエーションなどがあります。
　現場での活動の他にも隔週にミーティングを開き、次の活動の
打ち合わせや、メンバーのスキルアップを目的とした勉強会なども
行っています。他にも活動で発見した課題を共有し合い、解決策を
考えます。例えば、旭岳を訪れる観光客の中には、ルールに反する
行為が見られ、私たちの注意に応じてくれなかったり、逆に反感を
買ってしまうこともあります。それに対して自然保護の大切さをど
のように伝えたら理解してもらえるのか、日々試行錯誤を繰り返し
ています。

十勝川にて冬の野鳥観察



活躍する同窓生
Active Alumni

豚一頭から始まったドリームファーム
環境に感謝し７世代続いていくモデルを創る

　親父はペンキ屋で農業とは関わりがなく、小さい頃から動物が好きで牧場経営に興
味があったので地元の農業高校に入りました。その頃からバレーボールに夢中で、勉
強はほとんどしなかったなぁ。先生に勧められるがまま進学したのが酪農学園大学で
した。当時は、全国の農業高校からあまり勉強熱心ではない生徒がたくさん集まって
来てて…そんなもんでした（笑）。先生たちはとにかく面倒見が良くて、多少勉強ができ
なくても真面目に授業に出さえすれば成績にゲタを履かせてくれました（笑）。最後ま
で見捨てずに必ず卒業させてくれたんですよ。

学生時代のエピソード

原点は骨付きソーセージ

(株)トンデンファーム　代表取締役

松山　増男 さん
酪農学部  酪農学科２期生  1965年卒業

まつやま ますお

プロフィール
■ 1942（昭和17）年12月生まれ（75歳）
■ 出身地：静岡市　
■ 出身高校：静岡農業高校
■ 趣味：良い馬を育てること
■ 卒業後：江別市で養豚業、精肉店経営を経て、1975年に松山畜産有限会

社（現在の株式会社トンデンファーム）を設立し、1991年に骨付ソー
セージの特許取得。DLG（ドイツ農業振興協会）主催の「2010国際ハ
ム・ソー セージ品質コンテスト」では、製品5点が金賞、3点が銅賞を受
賞。ほかに白老牧場、レストラン松の実、焼き肉笑山門、旬彩鮨すし
笑、アースドリーム角山農場を経営。
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希望を持って来た入学時。この場所が好きだった バレー部のキャプテンを務め全国大会へ出場 思い出深きヨハネ寮での生活

～恩師との出会いから養豚の道へ進んだと聞きましたが～

～酪農大を選んだ理由は～

　昔、静岡市ではイルカを食べる習慣があり、スペアリブのよ
うに骨の付いたイルカ肉を丸かじりで食べた記憶がありまし
た。それがヒントになって完成したのが、骨付きソーセージ
だった。自分で作ったものをお客さんに喜んで食べてもらえる
直売によってその様子にふれ合えることは、生産者にとって一
番の喜びですね。
　テレビショッピングで販売後、骨付きソーセージの注文が殺
到しました。どんどん注文が入りついに、製造が追いつかなく
なりました。しかし、私は勝負に出て売り続けました。たくさん
の人に助けられ、私は信用を勝ち取ることができました。もう
ダメだ！と思ったとき、いや、もう一度やってみよう！という
ハングリー精神があったんですね。

ピンチはチャンス！
～ヒット商品を生み出すきっかけはなんですか～

　何でもいい、何か一つ「好きなことを見つける」こと。そして、
それを突き詰め行動したとき、必ず道は開けるはず。人に妬ま
れても乗り越える強さを持つことです。あの人は特別だと、超
越した存在と思わせる魅力があれば人は信頼を寄せてくれる
ようになるんじゃないかな。

後輩へのメッセージ
～今の学生に一言いうならどんな言葉を掛けますか～

願い ～今やりたいことはなんですか～

　どんなにつらい仕事でも決して給料の不満を言ったりしな
かったなぁ。私利私欲で働いていたら成功しなかったでしょ
う。私の中には酪農学園の「三愛精神」、「健土健民」、「循環農法
図」が染み込んでいるんですね。何かが続いていくためには社
会のため、世の中のためでなければ道は開けない。社会貢献や
寄付をする、人のためになっているものは続いていく。それは
酪農学園も同じではないかな。

酪農大スピリットを胸に
～成功のカギはなんですか～

骨付きソーセージ。
発明奨励賞をはじめ、
数々の賞を受賞。

　恩師の楢崎昇先生（酪農学科 畜産第Ⅱ研究室）から借りた豚一頭
を元手に始まり、埼玉から洞爺湖の養豚所と渡り、現在の江別にた
どり着きました。そして、ハム・ソーセージなど加工品の販売を始め
たんです。それまでの道のりは決して順風満帆ではなく、色々な苦
労がありましたが、私には夢がありました。「この原種豚で一世を風
靡しよう！」、「いつか自分の牧場を持ちたい」という一心だったわ
けです。夢があれば、どんなことがあっても前に突き進むことがで
きると信じていました。
　江別に戻ってきた頃はお金が無くて、ヨハネ寮でお世話になった
寮母の本谷静江さんが若葉町で下宿屋をしていたので居候し、ご飯
を食べさせてもらいました。野幌の中居精肉店で丁稚をして朝は屠場へ行き、昼は肉をさばき、夜は土方で働きました。枝肉の格付け
が良くないと叩かれたり、いろいろありました…。自分で育てた肉になぜ値段が付けられないんだ?!このままではいけないと本格的
に良い肉作りに励んだわけです。やがて独立し、大麻東町の公設市場に精肉店を出すも、他の精肉店が参入することになり、私は追い
出されて、仕方なく札幌に店を出すことにしたのです。ところが、数年でライバル店が八百屋に商売替えしたことで、地域の人たちが
私を呼び戻すよう推薦してくれて、また戻ることができたんです。私はこの場所でおいしい肉を売ることが地域の人たちへの恩返し
になると思っています。

　７代続いていくモデルを創ることが今後の目標です。
　「マザーアース」って言葉があるけれど、ストレートに言って
いるのはインディアンだけ。彼らは土地を独占しない。「土地は
誰のものでもなく、預かりもの」だと言います。私もそうだ、今
はこの角山（かくやま）の地をただ預かっているだけのこと。だ
から今、７世代続く子孫のために、どうしたらこの環境が続く
のかを考えているところです。
　トンデンファーム、アースドリームファームは私の夢そのも
の。創業者の意志を引き継ぐ者に預け、次世代へとその思いが
続いていけば素晴らしいではないですか。ここに来た子どもた
ちが親となって、またその子どもが親となって…変わらない喜
び、変わらない楽しさ、変わ
らない景色を提供し続ける
こと。それがずっと続く場所
であってほしい。千の風に
なってもいつも見守ってい
たい、そう願っています。

アースドリームの希い（ねがい）
アースドリームは、
・動物たちの温もり、自然の優しさ厳しさを肌で感じ、  
  何年たっても変わらない古里にします。
・次代への贈り物として環境を守ります。 
・本物の体験を通じて命の尊さと優しさのメッセージ  
  を発信します。 
・生きる事、食べる事、命の循環に感謝します。
・父なる天、母なる大地に感謝し日々労働に励みます。



活躍する同窓生
Active Alumni

豚一頭から始まったドリームファーム
環境に感謝し７世代続いていくモデルを創る

　親父はペンキ屋で農業とは関わりがなく、小さい頃から動物が好きで牧場経営に興
味があったので地元の農業高校に入りました。その頃からバレーボールに夢中で、勉
強はほとんどしなかったなぁ。先生に勧められるがまま進学したのが酪農学園大学で
した。当時は、全国の農業高校からあまり勉強熱心ではない生徒がたくさん集まって
来てて…そんなもんでした（笑）。先生たちはとにかく面倒見が良くて、多少勉強ができ
なくても真面目に授業に出さえすれば成績にゲタを履かせてくれました（笑）。最後ま
で見捨てずに必ず卒業させてくれたんですよ。

学生時代のエピソード

原点は骨付きソーセージ

(株)トンデンファーム　代表取締役

松山　増男 さん
酪農学部  酪農学科２期生  1965年卒業

まつやま ますお

プロフィール
■ 1942（昭和17）年12月生まれ（75歳）
■ 出身地：静岡市　
■ 出身高校：静岡農業高校
■ 趣味：良い馬を育てること
■ 卒業後：江別市で養豚業、精肉店経営を経て、1975年に松山畜産有限会

社（現在の株式会社トンデンファーム）を設立し、1991年に骨付ソー
セージの特許取得。DLG（ドイツ農業振興協会）主催の「2010国際ハ
ム・ソー セージ品質コンテスト」では、製品5点が金賞、3点が銅賞を受
賞。ほかに白老牧場、レストラン松の実、焼き肉笑山門、旬彩鮨すし
笑、アースドリーム角山農場を経営。

⑧ 酪農学園だよりvol.144（2017.７.１5） ⑨ 酪農学園だよりvol.144（2017.７.１5）

希望を持って来た入学時。この場所が好きだった バレー部のキャプテンを務め全国大会へ出場 思い出深きヨハネ寮での生活

～恩師との出会いから養豚の道へ進んだと聞きましたが～

～酪農大を選んだ理由は～

　昔、静岡市ではイルカを食べる習慣があり、スペアリブのよ
うに骨の付いたイルカ肉を丸かじりで食べた記憶がありまし
た。それがヒントになって完成したのが、骨付きソーセージ
だった。自分で作ったものをお客さんに喜んで食べてもらえる
直売によってその様子にふれ合えることは、生産者にとって一
番の喜びですね。
　テレビショッピングで販売後、骨付きソーセージの注文が殺
到しました。どんどん注文が入りついに、製造が追いつかなく
なりました。しかし、私は勝負に出て売り続けました。たくさん
の人に助けられ、私は信用を勝ち取ることができました。もう
ダメだ！と思ったとき、いや、もう一度やってみよう！という
ハングリー精神があったんですね。

ピンチはチャンス！
～ヒット商品を生み出すきっかけはなんですか～

　何でもいい、何か一つ「好きなことを見つける」こと。そして、
それを突き詰め行動したとき、必ず道は開けるはず。人に妬ま
れても乗り越える強さを持つことです。あの人は特別だと、超
越した存在と思わせる魅力があれば人は信頼を寄せてくれる
ようになるんじゃないかな。

後輩へのメッセージ
～今の学生に一言いうならどんな言葉を掛けますか～

願い ～今やりたいことはなんですか～

　どんなにつらい仕事でも決して給料の不満を言ったりしな
かったなぁ。私利私欲で働いていたら成功しなかったでしょ
う。私の中には酪農学園の「三愛精神」、「健土健民」、「循環農法
図」が染み込んでいるんですね。何かが続いていくためには社
会のため、世の中のためでなければ道は開けない。社会貢献や
寄付をする、人のためになっているものは続いていく。それは
酪農学園も同じではないかな。

酪農大スピリットを胸に
～成功のカギはなんですか～

骨付きソーセージ。
発明奨励賞をはじめ、
数々の賞を受賞。

　恩師の楢崎昇先生（酪農学科 畜産第Ⅱ研究室）から借りた豚一頭
を元手に始まり、埼玉から洞爺湖の養豚所と渡り、現在の江別にた
どり着きました。そして、ハム・ソーセージなど加工品の販売を始め
たんです。それまでの道のりは決して順風満帆ではなく、色々な苦
労がありましたが、私には夢がありました。「この原種豚で一世を風
靡しよう！」、「いつか自分の牧場を持ちたい」という一心だったわ
けです。夢があれば、どんなことがあっても前に突き進むことがで
きると信じていました。
　江別に戻ってきた頃はお金が無くて、ヨハネ寮でお世話になった
寮母の本谷静江さんが若葉町で下宿屋をしていたので居候し、ご飯
を食べさせてもらいました。野幌の中居精肉店で丁稚をして朝は屠場へ行き、昼は肉をさばき、夜は土方で働きました。枝肉の格付け
が良くないと叩かれたり、いろいろありました…。自分で育てた肉になぜ値段が付けられないんだ?!このままではいけないと本格的
に良い肉作りに励んだわけです。やがて独立し、大麻東町の公設市場に精肉店を出すも、他の精肉店が参入することになり、私は追い
出されて、仕方なく札幌に店を出すことにしたのです。ところが、数年でライバル店が八百屋に商売替えしたことで、地域の人たちが
私を呼び戻すよう推薦してくれて、また戻ることができたんです。私はこの場所でおいしい肉を売ることが地域の人たちへの恩返し
になると思っています。

　７代続いていくモデルを創ることが今後の目標です。
　「マザーアース」って言葉があるけれど、ストレートに言って
いるのはインディアンだけ。彼らは土地を独占しない。「土地は
誰のものでもなく、預かりもの」だと言います。私もそうだ、今
はこの角山（かくやま）の地をただ預かっているだけのこと。だ
から今、７世代続く子孫のために、どうしたらこの環境が続く
のかを考えているところです。
　トンデンファーム、アースドリームファームは私の夢そのも
の。創業者の意志を引き継ぐ者に預け、次世代へとその思いが
続いていけば素晴らしいではないですか。ここに来た子どもた
ちが親となって、またその子どもが親となって…変わらない喜
び、変わらない楽しさ、変わ
らない景色を提供し続ける
こと。それがずっと続く場所
であってほしい。千の風に
なってもいつも見守ってい
たい、そう願っています。

アースドリームの希い（ねがい）
アースドリームは、
・動物たちの温もり、自然の優しさ厳しさを肌で感じ、  
  何年たっても変わらない古里にします。
・次代への贈り物として環境を守ります。 
・本物の体験を通じて命の尊さと優しさのメッセージ  
  を発信します。 
・生きる事、食べる事、命の循環に感謝します。
・父なる天、母なる大地に感謝し日々労働に励みます。
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今後は？

　本学キャンパス内には、さまざまな種類のキノコが自生しています。食と健康学類・応用微生物学研究室/食品衛生学研究室（山口昭弘教
授）では、キノコを採取して種を同定し、機能性を調べる研究を2013年から行っています。その40種類以上の中から、日本では採取されたこと
のないフウセンタケ科のキノコ「Cortinarius balteatocumatilis（英語名オークウェブキャップ）」を発見しました。それはどんなキノコなのか？山口教
授に話を聞きました。

⑪ 酪農学園だよりvol.144（2017.７.１5）⑩ 酪農学園だよりvol.144（2017.７.１5）

本学キャンパス内で、日本で初のキノコを採取
「ラクガクフウセンタケ」と命名へ

　本学キャンパス内には800種
類以上のキノコが自生しており、こ
れからも日本初のキノコ発見の可
能性がある、宝の山です。山口先
生のキノコの同定はこの分野の最
先端を走っており、今後のさらなる
発展を期待しています。

干場敏博特任教授

横田愽教授と「MALDI-TOF/MS」

山田さゆみさん（左）と山口教授

　このキノコのどの成分が抗炎症性に寄
与しているかを現在調べており、それを
論文発表すれば正式に「ラクガクフウセ
ンタケ」と名付けられます。また、菌糸体を
培養して、高い機能性を生かす研究を続
けていきます。
　この発見ができたのは、酪農学園大学
の自然に恵まれた環境と、干場先生や、
MALDI-TOF/MSの使用にご協力をい
ただいた獣医学類の横田愽先生のおかげです。本学は、天然資源
と人的資源に恵まれたすばらしい環境にあると思います。

　このキノコの高い機能性を
発見したのは、当時大学院生
だった山田さゆみさん（酪農
学研究科2016年修了）です。
また、研究では世界初となる
キノコの同定方法を用いまし
た。「MALDI-TOF/MS」とい
う、医療分野でレーザーを使って微生物などの同定をする装置を、
食品分野のキノコに応用する画期的な手法です。遺伝子解析は時
間がかかりますが、この手法だとほんの数時間で種を同定でき、し
かも安価です。
　山田さんらはこの研究を修士論文にまとめてカナダの学会で発
表し、とても高い評価を受け、国際的に権威のある学術雑誌
「Analytica Chimica Acta」に掲載されました。

山口昭弘教授

日本で初めて発見

■理事長

■常務理事

■理事（９名）
　《学長》

　《校長》

　《評議員互選》

　《学識経験者》

■監事（３名）

■評議員
　《職員互選者》

　《同窓会推薦者》

　《学識経験者》
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入 試 部 事 務 次 長
入 試 部 入 試 課 長
教育センター事務次長  兼  学 生部事務次長
教 育 セ ン タ ー 教 務 １ 課 長
学 生 部 学 生 課 長
就 職 部 事 務 次 長
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図 書 館 事 務 課 長 補 佐
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事 務 局 長
事 務 局 次 長 （ 総 務 担 当 ）
事 務 局 情 報 シ ス テ ム 課 長
事 務 局 総 務 課 長
事 務 局 総 務 課 長 補 佐
事 務 局 次 長 （ 財 務 担 当 ）
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事 務 局 農 事 課 長
学 園 広 報 室 課 長
東 京 オ フ ィ ス 所 長
戦 略 本 部 部 長
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常 務 理 事 付 部 長
高 校 事 務 部 長
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どんなキノコ？

　研究に着手するにあたり、キ
ノコ研究の第一人者である干
場敏博特任教授から、本学の
キャンパス内のどこにどんなキ
ノコが自生しているかをレク
チャーしていただきました。そ
れに基づいてキノコを採取し、
免疫制御活性などの機能性を
調べると、とてもおもしろいキ
ノコが見つかりました。分析を
した40種類以上の中で、その
キノコは突出して強い抗炎症

作用と抗菌作用を持っていました。
　遺伝子を調べて国際データベースに照合したところ、日本では
未発見のフウセンタケ科のキノコ「Cortinarius balteatocumatilis」であ
ることがわかりました。その場合、最初に発見した者が和名を付け
られます。酪農学園大学の名前を冠した「ラクガクフウセンタケ」と
名付けたいと考えています。

　大地の香りがす
るマイルドテイスト
なキノコで、もちろ
ん食べられます。広
葉樹の周囲に生え
ており、マツタケな
どと同じ「菌根菌」
に分類されます。
　シイタケやナメコ
などの「腐生菌」は有機物を分解して養分を吸収するタイプで、人
工栽培が可能です。それに対して「菌根菌」は特定の植物の根と共
生するタイプで、デリケートで人工栽培が難しいと言われていま
す。「ラクガクフウセンタケ」は広いキャンパスの特定の場所でわず
かしか採れない、とても希少なキノコです。
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酪農学園大学教授
酪農学園大学教授
酪農学園三愛精神に基づく健土健民戦略本部部長
酪農学園事務局次長（総務担当）
酪農学園大学教授

(有)浅野農場
(有)ウエムラ牧場
酪農学園同窓会会長
藤女子大学嘱託准教授
ガイア動物病院院長
黒澤農場代表

元・磯田園製茶㈱札幌麻生店店長
㈱町村農場代表取締役
江別製粉㈱代表取締役会長
(公財)酪農学園後援会常務理事
元・大東食研㈱常務取締役
(一財)全日本編物教育協会評議員
曲堀 幸和産業㈱代表取締役社長
日本酪農青年研究連盟委員長
北海道獣医師会副会長
雪印メグミルク㈱取締役常務執行役員
元・北海道農政部長

谷 山 　 弘 行

近 　 　 雅 宜

竹 花 　 一 成

榮 　 　 　 忍

小 山 　 久 一
土 屋 　 俊 亮

島 津 　 宏 興
矢 野   征 男
谷 山 　 弘 行
近 　 　 雅 宜
小 板 橋 正 人

佐 藤 　 　 泉
後 藤 　 道 博
菊 地 　 政 則

真 田 　 昭 好
久 保 木 　 崇
小 野 寺 秀 一
加 福 　 幸 枝
北 澤 多 喜 雄
桐 澤 　 力 雄
新 　 　 政 文
廣 岡 　 　 亨
森 田 　 　 茂

浅 野 　 政 輝
上 村 　 篤 正
小 山 　 久 一
下 田 　 尊 久
南 　 　 　 繁
黒 澤 　 敬 三

山 﨑 　 惠 子
町 村 　 　 均
安 孫 子 建 雄
永 田 　 　 享
城 近 　 　 泰
佐 々 木 靖 子
堀 内 　 信 良
山 本 　 　 隆
西 川 　 治 彦
池 浦 　 靖 夫
土 屋 　 俊 亮

竹 花 　 一 成
野 　   英 二
石 島 　 　 力
照 井 　 俊 秀
堂 地 　   修
及 川  　  伸
小 野 寺 秀 一
桐 澤 　 力 雄
中 辻 　 浩 喜
竹 田 　 保 之
佐 藤 　 喜 和
山 下 　 和 人
北 澤 多 喜 雄
中 出 　 哲 也
丸 山 　 　 明
上 野 　 岳 史
小 糸 健 太 郎
岡 島 　 　 毅
小 宮 　 道 士
村 松 　 康 和
翁 長 　 武 紀
吉 田 　 　 磨
金 田 　 　 勇
椿 下 　 早 絵
押 谷 　 　 一
吉 野 　 宣 彦
廉 澤 　 　 剛
大 塚 　 浩 通
金 子 　 正 美
石 井 　 智 美
萩 原 　 克 郎
竹 花 　 一 成
髙 橋 　 俊 彦
園 田 　 高 広
今 井 　 　 敬
山 田 　 未 知
松 野 　 一 彦
大 和 田 秀 一
伊 藤 　 眞 美
藤 田 　 　 肇
中 村 　 隆 文
金 子 　 千 恵
津 川 　 裕 一
林 　 多 喜 夫
岩 森 　 昭 憲
岩 井 　 繁 和
浅 井 　 太 一
伊 藤 　 明 美
十 倉 　 　 宏
野 村 　 正 裕
廣 田 　 政 則
川 端 　 幸 枝
髙 山 　 基 樹
江 口 　 祐 子
後 藤 　 哲 也
木 村 　 英 司
田 中 　 義 則
廣 岡 　 　 亨
竹 下 　 善 史
北 山 　   陽
髙 橋 　 千 鶴
加 福 　 幸 枝
中 港 　 康 裕
佐 藤 絵 里 子
田 口 　 俊 哉
中 村 真 智 子
西 田 　 　 智
加 藤 　 　 浩
髙 澤 　 　 靖
新 　 　 政 文
漆 原 　 　 滋
関 　 　 浩 一
加 福 　 幸 枝
佐 々 　 秀 和

学 長
副 学 長
副 学 長
副 学 長
農 食 環 境 学 群 長
獣 医 学 群 長
酪 農 学 研 究 科 長
獣 医 学 研 究 科 長
循 環 農 学 類 長
食 と 健 康 学 類 長
環 境 共 生 学 類 長
獣 医 学 類 長
獣 医 保 健 看 護 学 類 長
教 育 セ ン タ ー 長
教 育 セ ン タ ー 教 務 担 当 部 長
教 育 セ ン タ ー 教 務 担 当 次 長
教 育 セ ン タ ー 教 務 担 当 次 長
教 職 セ ン タ ー 長
学 生 部 長
学 生 部 次 長
入 試 部 長
入 試 部 次 長
就 職 部 長
就 職 部 次 長
図 書 館 長
図 書 館 副 館 長
動 物 医 療 セ ン タ ー 長
動 物 医 療 副 セ ン タ ー 長
エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ ー 所 長
エクステンションセンター次長（生涯学習担当）
エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ ー 次 長
酪 農 学 園 フィー ルド 教 育 研 究 センター 長
酪農学園フィールド教育研究センター副センター長
酪農学園フィールド教育研究センター副センター長
酪農学園フィールド教育研究センター副センター長
酪農学園フィールド教育研究センター副センター長
学 生 相 談 室 長
共 通 教 育 開 発 室 長
学 務 部 長
学 務 部 学 務 課 長
学 務 部 学 務 課 長 補 佐
学 務 部 研 究 支 援 課 長
学 務 部 研 究 支 援 課 長 補 佐
入 試 部 事 務 次 長
入 試 部 入 試 課 長
教育センター事務次長  兼  学 生部事務次長
教 育 セ ン タ ー 教 務 １ 課 長
学 生 部 学 生 課 長
就 職 部 事 務 次 長
就 職 部 就 職 課 長 補 佐
図 書 館 事 務 課 長
図 書 館 事 務 課 長 補 佐
動 物 医 療 セ ン タ ー 事 務 課 長
エクステンションセンター事務次長 兼 国際交流課長
エ クス テン ション センター 生 涯 学 習 課 長
エクステンションセンター生涯学習課長補佐
事 務 局 長
事 務 局 次 長 （ 総 務 担 当 ）
事 務 局 情 報 シ ス テ ム 課 長
事 務 局 総 務 課 長
事 務 局 総 務 課 長 補 佐
事 務 局 次 長 （ 財 務 担 当 ）
事 務 局 財 務 課 長
事 務 局 管 財 課 長
事 務 局 施 設 課 長  兼  高 大 寮 務 課 長
事 務 局 高 大 寮 務 課 長 補 佐
事 務 局 農 事 課 長
学 園 広 報 室 課 長
東 京 オ フ ィ ス 所 長
戦 略 本 部 部 長
戦 略 本 部 課 長
常 務 理 事 付 部 長
高 校 事 務 部 長
高 校 事 務 課 長 補 佐

どんなキノコ？

　研究に着手するにあたり、キ
ノコ研究の第一人者である干
場敏博特任教授から、本学の
キャンパス内のどこにどんなキ
ノコが自生しているかをレク
チャーしていただきました。そ
れに基づいてキノコを採取し、
免疫制御活性などの機能性を
調べると、とてもおもしろいキ
ノコが見つかりました。分析を
した40種類以上の中で、その
キノコは突出して強い抗炎症

作用と抗菌作用を持っていました。
　遺伝子を調べて国際データベースに照合したところ、日本では
未発見のフウセンタケ科のキノコ「Cortinarius balteatocumatilis」であ
ることがわかりました。その場合、最初に発見した者が和名を付け
られます。酪農学園大学の名前を冠した「ラクガクフウセンタケ」と
名付けたいと考えています。

　大地の香りがす
るマイルドテイスト
なキノコで、もちろ
ん食べられます。広
葉樹の周囲に生え
ており、マツタケな
どと同じ「菌根菌」
に分類されます。
　シイタケやナメコ
などの「腐生菌」は有機物を分解して養分を吸収するタイプで、人
工栽培が可能です。それに対して「菌根菌」は特定の植物の根と共
生するタイプで、デリケートで人工栽培が難しいと言われていま
す。「ラクガクフウセンタケ」は広いキャンパスの特定の場所でわず
かしか採れない、とても希少なキノコです。
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※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　聖書には「多くの人が選ぼうとする広い門ではなく、努力しなければならないけれども成長できる狭い門か
ら入りなさい。」と書かれています。困難を避けるために、自分の立場や利益だけを考えて行動すると、困難を
乗り越えるために自分に与えられた賜物（個性）を生かす成長のチャンスを失ってしまいます。
　リセットできない人生を無駄にしないためにも、自分自身のことだけではなく、他の人の立場に気づき行動
する、利他主義の考え方が自分自身を成長させ、社会を変えていく原動力になります。
　聖書では、苦労しても乗り越えて成長する道、また他の人の視点にも立った道を探して歩みなさいと教え
ています。自分のことばかりを考えずに、他の人の立場にも立って、他の人のためにも自分の賜物を生かす大
切さにも気付いていきたいものです。
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お知らせ
Information

人の動き

訃報

課 　 　 　 長EXセンター生涯学習課

循 環 農 学 類
循 環 農 学 類

教 　 　 　 授

塩 出 　 真 司

荒 木 　 和 秋

2016年12月31日付け発令

2017年３月31日付け発令
大 　 学

大 　 学
教 　 　 　 授 佐 々 木 　 均

循 環 農 学 類
食 と 健 康 学 類

教 　 　 　 授 野 　 　 英 二
教 　 　 　 授 石 下 　 真 人

獣 医 学 類
獣 医 学 類

教 　 　 　 授 菊 池 　 直 哉
教 　 　 　 授 田 村 　 　 豊

獣 医 学 類
循 環 農 学 類

教 　 　 　 授 横 田 　 　 愽
教 授 ( 嘱 託 ) 岡 田 　 正 裕

循 環 農 学 類
循 環 農 学 類

教 授 ( 嘱 託 ) 髙 橋 　 　 茂

獣 医 学 類
獣 医 学 類

教 授 内 田 　 郁 夫大 　 学
教 授 加 藤 　 敏 英

環 境 共 生 学 類
循 環 農 学 類

准 　 教 　 授 吉 中 　 厚 裕
講 　 　 　 師 糸 山 　 健 介

食 と 健 康 学 類
獣 医 学 類

講 　 　 　 師 長 村 　 知 幸
講 　 　 　 師 福 森 　 理 加

循 環 農 学 類
食 と 健 康 学 類

助 　 　 　 教 西 寒 水 　 将
助 　 　 　 教 長 谷 川 靖 洋

獣 医 学 類
獣 医 学 類
循 環 農 学 類
獣 医 学 類
獣 医 学 類
循 環 農 学 類

助 　 　 　 教 佐 野 　 悠 人
助 　 　 　 教 藤 木 　 純 平
教 授 ( 嘱 託 ) 西 田 　 丈 夫
教 授 ( 嘱 託 ) 田 村 　 　 豊
教 授 ( 嘱 託 ) 横 田 　 　 愽
助 教 ( 嘱 託 ) 柴 田 　 啓 介

教 授 ( 嘱 託 ) 三 木 　 直 倫
食 と 健 康 学 類
循 環 農 学 類

教 授 ( 嘱 託 ) 寺 井 　 　 格
准教授(嘱託) 岩 本 　 正 姫

教育センター兼学生部
教 育 セ ン タ ー

事 務 次 長 照 井 　 俊 秀
主 任 主 事 岡 崎 　 良 生

乳 製 品 実 習 室
附属動物医療ｾﾝﾀｰ

技 師 ( 嘱 託 ) 倉 内 　 清 貴
薬剤師(嘱託) 喜 代 濱 　 円

生 涯 学 習 課 主 事 ( 嘱 託 )

主 任 技 師
課 長

主 事 ( 嘱 託 )

長谷川みちる
教 諭
教 諭 ( 嘱 託 )

矢 端 　 信 介高 　 校
岩 崎 　 　 翔

教 諭 ( 嘱 託 )
教 諭 ( 嘱 託 )

増 廣 　 健 太
久 末 　 克 也

講 師 ( 嘱 託 ) 五 十 嵐 哲 夫
農 事 課
農 事 課

髙 橋 　 秀 一事 務 局
長 濵 　 　 愛

高 大 寮 務 課 走 出 　 成 子
局 　 　 　 長戦 略 本 部 近 　 　 雅 宜戦 略 本 部

【退　職】

2017年４月１日付け発令
【採　用】

獣 医 学 類
獣 医 学 類

助 手 ( 嘱 託 ) 足 立 　 真 実
助 手 ( 嘱 託 ) 丹 羽 　 昭 博

国 際 交 流 課
就 職 課

主 任 主 事 柿 﨑 　 明 子
主 任 主 事 伊 藤 　 　 峻

附属動物医療ｾﾝﾀｰ事務課
附属動物医療ｾﾝﾀｰ事務課

薬剤師(嘱託) 山 下 　 玲 子
薬剤師(嘱託) 小 林 　 　 絢

附属動物医療ｾﾝﾀｰ事務課 特 任 職 員 髙 橋 　 秀 一
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狭い門から入りなさい。滅びに通じる門は広く、その道も広 と々して、
そこから入る者が多い。しかし、命に通じる門はなんと狭く、
その道も細いことか。その道を見いだす者は少ない。　

聖句

Green Stage　～登校風景いま・むかし～

就 職 課 課 長 補 佐

（制度昇格を除く）
大 　 学 教 授 柳 　 　 京 熙

【昇　格】

教 授 保 原 　 　 達
講 師 内 田 　 玲 麻
教育ｾﾝﾀｰ兼学生部事務次長 岩 井 　 繁 和
研 究 支 援 課 課 長 金 子 　 千 恵

（ 前 ．准 教 授 ）

情報 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 課課長 竹 下 　 善 史 （前．情報ｼｽﾃﾑ課課長補佐）事 務 局
農 事 課 課 長 西 田 　 　 智 （前．就職課課長補佐）

（ 前 ．准 教 授 ）

（ 前 ．助 　 教 ）

（前．教務1課課長）

（前．研究支援課課長補佐）

教 務 1 課 課 長 浅 井 　 太 一
野 村 　 正 裕

（前．教務1課課長補佐）

（前．就職課主任主事）

事 務 局 情報ｼｽﾃﾑ課主任主事 山 﨑 　 崇 典
【職種変更】

（前．農事課主任技師）

【異　動】
大 　 学 国際交流課課長(兼務) 江 口 　 祐 子

研究支援課課長補佐 津 川 　 裕 一
教務1課主任主事 永 田 　 恭 之
学 務 課 主 任 主 事 保 原 　 明 子

（EXセンター事務次長）

高 　 校 事 務 課 主 任 主 事 吉 岡 　 　 崇 （前．入試課主任主事）

事 務 局 管 財 課 主 任 主 事 永 田 　 真 弓 （前．総務課主任主事）

戦 略 本 部 戦 略 本 部 部 長 新 　 　 政 文 （前．学務部研究支援担当部長）

（前．戦略本部課長補佐）

（前．基盤教育等推進室主任主事）

（前．管財課主任主事）

大 　 学 入 試 課 主 任 主 事 可香谷亜有美
【所属変更】

入 試 課 主 任 主 事 志 田 　 理 恵

（育児休業者の復職）

薬剤師(嘱託)附属動物医療ｾﾝﾀｰ事務課

農 事 課 技 師 ( 嘱 託 )

城 下 　 輪 子

河 野 　 　 仁

2017年４月16日付け発令

2017年５月１日付け発令
大 　 学

事 務 局

【採　用】

主 　 事 　 補
主 　 事 　 補

技 　 師 　 補

講 師 ( 嘱 託 )
講 師 ( 嘱 託 )

五 十 川 智 美
柳 澤 　 佑 哉

総 務 課
管 財 課

安 榮 美 香 子事 務 局
関 根 　 理 乃

農 事 課 加 藤 　 祐 太

教 諭
教 諭 ( 嘱 託 )

増 廣 　 健 太高 　 校
福 本 　 清 悟

1960年代の狭き門

　学園教職員一同、生前のご功績をしのび、心よりご冥福をお祈りいたします。

高田　哲夫様（96歳）

　2017年６月２日逝去
元副理事長
（1987. 7. 1～1995. 6. 30）

日下　雅順様（69歳）

　2017年３月18日逝去
元常務理事
（2007. 7. 1～2010. 6. 30）


